
平成３０年７月西日本豪雨・倉敷市真備町岡田地区 災害検証岡田地区まちづくり推進協議会の取り組み

岡田を
災害に強いまちに

水害編にげるその1
水がきたぁ〜、
もう逃げにゃあ間に合わん！

どけぇへ逃げるんでぇー！

何を持って
逃げりゃあええん！

子どもはどうするん？

お婆ちゃんは
歩いていけるじゃろうか？

車が渋滞しとるで、

もう動かんかもしれん！

車で行けるん？発行日：2020年1月22日　第2版 2022年1月22日

発行：岡田地区まちづくり推進協議会
制作協力：社会福祉協議会岡田分会、真備婦人協議会岡田学級、民生委員会岡田支部
　　　　　岡山大学（松多、久本）、倉敷市立短期大学（平岡）、兵庫県立大学（阪本、原）、岐阜大学（小山）
編集・デザイン：福井圭一（K1工房）

問い合わせ：岡田地区まちづくり推進協議会
真備公民館岡田分館：倉敷市真備町岡田 271
E-mail: okadamachikyo@gmail.com　 ＊この冊子は、特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパンの支援を得て作成しました。

岡田地区まちづくり推進協議会では、平成24年から防災研修会を開催するなど災害に強いまちづくりに取り組
んできました。平成30年7月豪雨災害では、災害発生直後より、地域の人への声掛けや避難所開設支援、炊き
出し支援などの活動を行いました。また今回の災害の記録を残し、それを今後の地域の防災活動に役立てるた
めの取り組みを行っています。

冊子編集の様子。災害検証とともに今後の課題を協議しました。

『神戸大学持続的災害支援PJKonti』との取り組み (2018.9~2019.11)

防災冊子「にげる」（2019.6~)

 「あの日何があったのか・何をしていたのか・
何をしなければいけなかったのか」その答えを探
すために「岡田を災害に強いまちにする会」を立
ち上げました。一人でも多くの人の声を聴くため
にアンケート調査や聞き取りを実施しました。災
害の記録を残し、それを今後の地域の防災活動に
役立てるための取り組みを行っています。東末真
紀先生、他学生のみなさんの後押しがなければこ
こまでやってこれなかったと思います。

アンケート調査や聞き取りの中で見えてきた問題点や
反省点を踏まえ、防災冊子「にげる」が岡山大学・倉
敷市立短期大学・兵庫県立大学・岐阜大学の協力でで
きあがりました。この冊子が防災の手引き書となり災
害に強い地域になることを願っています。今後は「い
きる」「つたえる」を計画しています。また「にげる」
についてお気づきの点がありましたらお知らせください。み
んなで作り上げていきたいと思っています。

防災研修の様子。避難グッズを持ち寄り話し合いました。

被災前から防災研修は毎年実施していましたが、やは
り他人事だったような気がします。今回は声掛け避難
訓練・防災グッズを考える・被災体験談・資料展示を
神戸大学 PJKonti と共に実施しました。地域の参加者
は 128 人。今までで最高の参加数になりました。声掛
け避難訓練を実施してくれた新町南地区は 45 軒中 23
軒参加。防災組織の必要性を教えられました。

防災研修（2019.11.3)

神戸大学PJKontiの皆さんとの会合（2019.8.30）
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いつ逃げる　　　　　　警戒レベル 3　　　　  　警戒レベル 4

どこに逃げる　（第１候補）

　　　　　　　（第２候補）　　　　　　　　　　　（第３候補）

誰と逃げる

連絡先（家族・親戚などの連絡先）

岡田地区住民の被災状況（まちづくり協議会アンケートより）アンケート

全壊
被害無し

大規模半壊
一階部分浸水／一部浸水

半壊
敷地内浸水

床下浸水
その他
未記入

0 8040 12020 10060 140

189 人回答

（人）

人的被害

　・死者 52 名（災害関連死を除く）　※岡田地区　死者 7 名

　・重症９名　

　　軽傷１１１人

住家被害

　・全壊 4,646 棟

　・大規模半壊 452 棟

　・半壊 395 棟

　・一部損壊 369 棟

　・床上浸水 116 棟

住宅が全壊した人
は回答者の７割を
占めていた

倉敷市の被害

岡田地区の被災状況

（2019年4月5日時点、倉敷市による）

避難したきっかけは？アンケート

水が来ていた
アルミ工場の爆発

家族・友人からの連絡、家族の判断
携帯電話の避難情報（メール）

高梁川の水位の情報
避難指示

家族に高齢者がいたので
防災情報

テレビの情報
避難所開設・ボランティア活動のため

避難勧告
大雨特別警報が出たから

身内の迎えで
過去の災害の経験

高齢者避難情報
避難警報が出たから

救助された

0 5 10 15 20 25 30 35 40
（人）144人回答

（倉敷市『平成３０年７月豪雨災害対応検証報告』2019 年より）

© 国土地理院

避難せず救助された高齢者が多かった
（写真：松王氏提供 2018 年 7 月 8 日 6：59）

（写真：松王氏提供 2018 年 7 月 7 日 11：01）

真備町岡田
真備町辻田

　　家族で話し合ってみよう 避難情報を記入しておこう

岡田地区の
被災状況1 検証 西日本豪雨

20 代未満
20 代
30 代
40 代
50 代
60 代
70 代

80 代以上
20%0% 40% 60% 80% 100%

避難率（避難しなかった／避難した）アンケート

若年層の避難率が高く、高齢者の避難率が低いという結果に。
とりわけ 60 代の避難率が低かった
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上原
井領
用水
逆流

486

280

278

林鐘寺

まきびの里
郵便局

まび記念病院

辻田分館

昭和館

荒神社

池田神社

川辺本陣跡

艮御崎神社

国司神社

岡田分館

源福寺

ディオ
コメリ

破堤

破堤

越流

マルナカ

岡田
小学校

横溝正史疎開宅

まきび荘

桜生活共同利用センター
東薗神社

森泉寺

大円寺

真備東
中学校

川辺小学校
川辺分館

大 池

薗小学校

岡田小学校避難所が
満員になり他の避難所へ

末政川の決壊箇所より
水が押し寄せる7 日午前 6 時半頃

末政川堤防決壊

川辺郵便局

西園神社

二シナ

末
政
川

高
梁
川

吉備路
クリーンセンター

渋滞
岡田小へ至る道

朝日アルミ

爆発

渋滞総社方面へ
向かう道も

箭田方面

川辺橋

五反田

堂応寺

向畑

北沼新森

内沼
上町

中町

新町
新町南

有井

市場

馬場

桜

石小山

蒲池北

蒲池
辻田東

旧森

森南

森前

川辺
高下田

東真備

総社市
下原

第二辻田

中縄手

第一辻田

山の谷東山の谷西

大池新田

池田

指定避難所の岡田小学校へ向かう道は渋滞してい
た。岡田小学校に登る途中の道は狭く、通りにく
い箇所もあった。夜間は用水路がどこにあるのか
わかりにくかった。また、冠水後は用水路と道と
の境界がわからなくなった。岡田小学校は、避難
してきた人で一杯になり、他の避難所へ行かざる
を得なかった人もいた。

1km（1000m）

10分間で歩ける距離（目安）
約 800m/10 分
成人男性

約 700m/10 分
成人女性

約 500m/10 分
お年寄り・子ども 1km（1000m）

10分間で歩ける距離（目安）
約 800m/10 分
成人男性

約 700m/10 分
成人女性

約 500m/10 分
お年寄り・子ども

指定避難所（学校）
指定外避難所
公民館分館
工場
神社
寺
商業施設
その他施設
人の流れ
水の流れ
渋滞箇所
浸水域
（平成30年７月西日本豪雨）

上原井領用水が逆流し溢れ出していた
（写真：松岡氏提供 2018 年 7 月７日 10：35 頃）

あの日の
岡田2 検証 西日本豪雨
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7月6日

11:30
真
備
地
区
全
域
に

「
避
難
勧
告
」

22:00
真
備
地
区
全
域

「
避
難
指
示（
緊
急
）」

4:07
大
雨
特
別
警
報
が

解
除
さ
れ
る

15:10

11:30頃
避難準備情報が
発令されたが
意に介さなかった

避難した

時刻

17:30
岡田小学校避難所
避難者 14 人いた

22:00
テ レ ビ で 見 た

「避難勧告発令」
に少したじろいだ

0:00頃〜
開放される

22:30
岡田小学校
すでに満車
状態

22:30頃
岡田小学校では避難物資が足り
ていなかった。物資運搬を電話
で指示した

12:00頃
岡田小学校
避難所が開
設されたの
で様子を見
に行った

16:00頃
一旦避難するも
帰った

18:00頃
炊き出しの
食料を買い
に行く

（民生委員）

20:30頃
駐車場の誘
導をした

（まち協）

0:30 -1:00
ケーブル TV 落
ちる。ラジオも
通常番組のため
情報入ってこず

13:00
辻田東
1 階の畳が
浮き始めた

15:30
小学校前
坂の中腹まで
水が来た

朝
岡田小避難所周辺に
来ている車 460 台

昼頃
水道が止まり
炊き出しストップ

夜
毛布が届く

（岡田小）

8:00
目が覚めると水
が来ていた。すぐ
水かさが増した 2
階へ避難した

9:00
水が押し寄
せてきた
スピードが
速かった

2:30頃
役員で炊き出し
の相談。
1000〜2000人
以上の避難者

（まち協・社協）

4:00頃〜
岡田分館で炊き出し
6:30

「逃げろ」役場から
連絡あり

15:30
フジパン届く。第一号
の支援物資。やっと避
難者皆に食べ物が行き
渡った（岡田小）

8 日朝
避難者の人数
が 分 か り だ
す。車中泊の
人もたくさん
いた（岡田小）

10:00
水路と道路境界が
分からなくなる

11:00頃
警官に避難を
促される

11:00
膝まで水がきた

11:00　膝まで水がきた深夜
岡田小体育館。段
ボール、マットな
どを敷いて寝ころ
んでいた。十分な
敷物がなかった

18:45
辻田
水が引き始める

深夜
2 階窓より自衛隊の
ボートで救助される

19:40
近所の方とベラン
ダ 越 し に 救 助 を
待った

7 日深夜〜 8 日午前
自衛隊による
救助活動が続く

18:50
大勢の人が岡田
小学校へ避難。
車の長蛇の列が
出来ていた

?
SNS で有井地区
の浸水を知った

23:45
大音響の爆発音
を聞いた。朝日
アルミから火柱
があがっていた
爆風で窓ガラス
が割れた

22:30頃
岡田小学校体育館へ行っ
た。自宅前に車の長蛇の
列があった

15:00頃〜
一人暮らしのお
宅に避難の呼び
かけ。台帳に則
り電話をかけた

（民生委員）

22:00頃〜
岡田小避難所
教育委員会へグランド
体育館以外を開放して
ほしいと要望（まち協）

小
田
川
東
側

１
０
０
ｍ

堤
防
決
壊
確
認

岡田地区浸水

小
田
川
南
側
に

「
避
難
指
示（
緊
急
）」

23:45
小
田
川
北
側
に

「
避
難
指
示（
緊
急
）」

1:300:47
ア
ナ
ウ
ン
ス

箭
田
付
近
（
右
岸
）

水
が
堤
防
を
越
え
た

7月5日より
雨が降り続いていた
台風の接近

16%
12%
8%
4%
0

時間
避難人数

（%）

救助
自衛隊による
7日深夜〜 8日午前爆発

アルミ工場

高
馬
川
堤
防

決
壊
確
認

7月7日
30

20

10

0
降水量

末
政
川
堤
防
決
壊

6:30頃

決壊
末政川

若い世代の多くは避難勧告を確認した直後（６日 22 時）に避難していた。
これに対し、高齢者の多くは、避難勧告・避難指示を知っていたにもかか
わらず避難しない人がみられた。救助された人の多くは高齢者だった。

避難状況（今後の課題）

23:35 朝日アルミ産業爆発（総社市下原）

23:35
総社市下原の
朝日アルミ産業で爆発

避難したきっかけ ※アンケート回答順

1
2

3

避難勧告/避難指示
アルミ工場の爆発
近所・家族に促されて

水が来たから
近所・家族からの情報
　　　　　　　　　 

1
2

7月6日 7月7日
いつ避難したか？
避難者が多かった時間帯は…

7/6
22時

1
7/6
23時

2
7/7
7時

3

7:00
道路が冠水してきた

7:45
ガラスを片付けてい
たら水が来た（辻田）

いつ避難しましたか？アンケート

森泉寺の上から（写真：佐野氏提供）

（写真：松王氏提供 2018 年 7 月 8 日 6：01）

（写真：松王氏提供 2018 年 7 月 7 日 10：26）

7:00前
雨がやんだので避難
所 か ら 自 宅 に 戻 っ
た。浸水が始まりあ
わてて避難した

・行政からの　
　エリアメール
・防災行政無線

（写真：荒木氏提供 2018 年 7 月 16 日 19：19）

避
難
準
備
・

高
齢
者
等

避
難
準
備
開
始

（土砂災害）

アルミ工場の
爆発音が

避難のきっかけ
になった人は

多かった

15:00頃
自宅まで泳いで家族を
助けに行った
窓を蹴り破り救出した

いつ
にげる？3 検証 西日本豪雨

避難ピーク 1
避難ピーク 2

幼稚園／小学校
保護者

地　域

降水量

幼稚園／小学校保護者 159人回答
地域住民 65人回答

11 1714 20 0 4 812 1815 21 1 5 913 1916 22 2 6 10 1423 3 7 11 1512 16 18 2113 17 2019 22 23
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避難するとき困ったこと・わかったこと
・避難所（岡田小）が満員で避難者を
  受け入れようがなかった
・岡田小がいっぱいで断られた
・岡田小以外の避難所を知らなかった
・避難所の状況がわからなかった
・避難所へ行く道が冠水していた
・避難所（岡田小）付近の道が渋滞していた

・駐車場がいっぱいで車が置けなかった
・ペットと避難するのが心配だった
・他の避難所へ行くよう指示された
・救助の場合、避難先希望あまり言えない
・指定外避難所にどのくらい滞在できるか
・指定避難所以外は支援物資すぐに届かない

岡田小学校  65 人
親戚・知人宅・職場  32 人
自宅２階  18 人
吉備路クリーンセンター  17人

1

2

3

倉敷市の避難所一覧

場所 メリット（長所） デメリット（短所）

自宅
（2階以上）

・残った家具や家電が使える
・プライバシーが確保できる
・気分的に落ち着く
・周囲に気を遣わずに生活できる

・風呂・トイレ・洗面所が被災していると使えない
・上下水道・電気・ガスも使えないことがある
・支援物資や情報が届きづらい

車中泊
・プライバシーが確保できる
・通勤や買い物などの移動がしやすい
・自宅敷地内または近くで寝泊まりできる

・狭い
・エコノミークラス症候群などになりやすい
・支援物資や情報が届きづらい
・お風呂・トイレがない

指定避難所
・生活に必要な物資・食料が提供される
・情報が届きやすい
・話し相手がいる

・プライバシーが確保できないことがある
・周囲に気を遣う
・生活環境が悪いことがある
・様々なルールや制約がある

自主開設の
避難所

（指定外の避難所）

・知っている人がいる
・話し相手がいる
・指定避難所よりスペースにゆとりがあることが多い

・プライバシーが確保できないことがある
・周囲に気を遣う
・支援物資や情報が届きづらい

実家・友人・
親戚宅

・プライバシーが比較的確保できる
・水道・電気・ガスが使える
・話し相手がいる

・家主や住人に気を遣う
・支援物資が受け取れないことが多い
・情報が届きづらい

ホテル・旅館 ・プライバシーが確保できる
・水道・電気が使える
・風呂やトイレが使える

・お金がかかる
・支援物資が受け取れないことが多い
・情報が届きづらい
・孤立することがある

避難先のメリットとデメリット

どこに避難しましたか？アンケート

名称
収容想定
人数

（屋内）
避難者数
（7/8）

指定避難所
（洪水時）
H30時点

指定避難所
（洪水時）
R元年

倉
敷
市
指
定
避
難
所

岡田小学校 180 約2000 ○ ○
薗小学校 180 約800 ○ ○
二万小学校 160 約1000 ○ ○
川辺小学校 160 - × ▲
箭田小学校 180 - × ×
呉妹小学校 160 - × ▲
真備中学校 300 - × ▲
真備東中学校 300 - × ▲

市立真備陵南高等学校 210 - × ▲
県立倉敷まきび支援学校 210 - × ×

名称
収容想定
人数

（屋内）
避難者数
（7/9）

指定避難所
（洪水時）
H30時点

指定避難所
（洪水時）
R元年

倉
敷
市
指
定
避
難
所

まきび荘 340 - ○ ○
真備公民館岡田分館 30 - × ×
真備公民館辻田分館 40 - × ×
真備公民館川辺分館 50 - × ×
真備公民館薗分館 40 - ○ ○
吉備路クリーンセンター - 1200 - -

総社市
指定 吉備路アリーナ - 978 △ △

自
主
開
設

森泉寺 - 100 - -
桜公会堂 - 40 - -

西の谷公会堂 - 30 - -

避難先の問題点

・岡田小学校には多数の人が避難した。7 月 6 日深夜には約 2,000 名が避難していた。
・指定避難所であったものの、到着時には満員でなかに入れず、他の場所に避難した。
・岡田小学校へ至る道が渋滞した。岡田小の体育館がいっぱいだったため市役所を通して

教室の利用許可を得た。満員時の教室利用については検討が必要。

岡田小学校（指定避難所）1

・親戚・知人宅に避難していた人もいた。
・森泉寺、東薗神社、桜公会堂、緑ケ丘団地集会場、堂応寺公会堂などに避難していた人もいた。
・自主避難先に行政による支援物資等が届くわけではないので、避難する場合は、食料・物資を持参する必要がある。
・自主避難は、滞在先の好意によるところが大きい。避難が必要な場合は普段から避難について相談・了承を得ておく。

警察や消防に順に電話をかけたけれどもつながらなかった。
屋根の上に避難。全身濡れていた。ダウンジャケットを着ても寒かった。
消防に「必ず行きますから待っていてください」と言われ心強かった。
救助された後、遠く離れた避難所（水島）に連れて行かれた。

自主避難（親戚・知人宅・集会所・神社やお寺など）

自宅から
救助された！

2
4

（人）

○　洪水時避難可　　　▲　浸水想定区域外への避難のいとまがない場合の緊急避難場所
△　2 階以上に避難　　×　不可

岡田小学校避難所の様子
（写真：黒木氏提供 2018 年 7 月 7 日 15：34）避難した場所どこに

にげる？4 検証 西日本豪雨

岡田小学校
親戚・知人宅・職場

自宅 2 階
吉備路クリーンセンター

薗小学校
寺・神社

真備総合公園
清音ふるさとふれあい広場

その他

65

10 20 30 40 50 60 70 800

32
18
17

4
4

3
2

14

159人回答
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・小さい子供がいる、荷物がある。

・子どもと歩いていき不安だった、
持ち物や家でできることが分か
らない（ブレーカーを落とす）。

・子どもを連れて遠くの避難場所に行った、どこが
どうなっているのか分からなかった。

・子どもを抱っこして避難したため荷物もあまり持
てず、夜だったので足元も不安だった。周りがど
のような状態なのかもよくわからずとりあえず
避難した。

・実際は避難していないが、自宅内で準備している
時に０～ 85 歳までの家族をどう安心安全に移動
できるかが困った。

・ペットを連れていけるか分からなかった。

・ペットを連れて行くことを躊躇した人がいた。特
に、大型犬を飼っている人は連れていくことを躊
躇していた。

・避難所でペットの居場所の確保が遅れ待機した。
最初は教室には入れてもらえなかった。

・岡田小学校の廊下がペットの避難コーナーになった。

・ペットのなかには、犬、猫の他にヤギもいた。

・みなし住宅でもペットを飼っていると入居するこ
とが難しいところもあった。

・ペットを嫌っている人がいた。アレルギーがある
人もいた。

・教室の廊下で犬が糞をしていた。それを片付けた。

・ペット仲間で集まるネットワークがあった。

・飼う方の心構えや準備も必要である。

・ペットの暑さ対策に問題があった。

・動物病院で対応してくれた。

・猫を袋に入れて避難していた。

誰が誰を支援し、どこへ避難させるのか
「個別避難支援計画」を考えておく。
避難に支援が必要な人は日頃から周囲の人と
コミュニケーションを。
レベル３「避難準備・高齢者等避難開始」が
発令されたら、自身の安全を確保し、両隣の人
に声を掛けて避難しよう（近所力）。

子育て世代

ペット

1

・民生委員６名が、７月６日当日電話連絡・声掛け
をした人数は約 180 人。

・声掛けした方のなかには、一旦避難所にいったも
のの、避難先に誰もいなかったからまた自宅に
戻ってしまった人もいた。そのため再び声がけし
て避難所にいってもらった。

・声掛けをしたものの、避難所生活が大変だと避難
を断られた。

災害時要援護者2

3

リード・係留用チェーン・ゲージ・
ペット用パンツ・ペット用シート・
常用フード・水・薬

誰と避難したか
家族 144 人
ペット 13 人
近所の人 11 人

1

2

3

災害時要援護者
・高齢で避難が難しい人
・障がいのある人
・病気で避難が難しい人

・妊産褥婦・子ども・赤ちゃん
・寝たきりの人
・日本語が通じない外国人

家族
ペット

近所の人
一人

0 30 60 90 120 150

避難時の問題点と課題（アンケートより）

災害時要援護者や小さな子どもがいる人には
「一緒に逃げましょう」と声掛け。
避難に支援が必要な人は日頃から必ず避難訓練に参加し、
周囲の人に、支援が必要であることを伝えておく。

いざ、というときには遠くの家族・友達に加え
近くの「近所力」が頼りに。
日頃から地域の中で顔が見える関係を
築いておく。
避難する時に声を掛け合い一緒に避難する。

家族で決めておくこと

など

災害時の助け合いは日頃のつきあいから

近所力

避難所の位置、避難ルート、
避難方法、連絡方法などを家
族で話し合っておきましょう

避難方法

非常時
持ち出し品

近所への
声かけ

別の場所に
居た場合

連絡方法

避難場所

避難の
タイミング

役割分担

事前にペット用避難準備品を揃える

避難所
ペットスペース

（人）

（アンケート回答順）

（人）

金曜日の夜の災害だっ
たため、家族と一緒に
居た人が多かった

避難所にペットを連れ滞在できるスペースの確保。
ペットだけの部屋・段ボール仕切りなど。
ペット連れの部屋にも空調設備が必要。

ペット避難：検討が必要なこと
世話

エサやり

「逃げます！」
「一緒に逃げよう！」
「残っていませんか？」

その一声が避難のきっかけになることもあります

だれと
にげる？5 検証 西日本豪雨

144

11

10

13

誰と避難しましたか？アンケート （178人回答）

犬

猫

複数

0 1 2 3 54 6 7 8

ペットの種類アンケート （7 人回答）
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避難した方法
自家用車
徒歩
救助

1

2

3

平常時からの備え
非常用持ち出し物品（セット）を常時置いておきましょう。そうするこ
とにより、避難の決断が早くできます。各戸でつくった「非常時用持ち
出し品リスト」を家の分かりやすい場所に貼っておく必要もあります。

・季節によって必要なものは変わってくる
・個々人の事情で必要なものは変わってくる

・避難所の方が支援物資は届きやすかった
・自宅での避難は、1 階部分が浸水し水回りが使えず大変だった

非常食（支援がすぐ来るとは限らない）
ペットボトルの水
通帳・免許証・健康保険証・診察券 など
印鑑（通帳とは別々に保管）
現金（小銭も含めて）
家・車の合い鍵
筆記用具（油性ペン・ノート）
薬（処方薬・常用薬・常備薬など）・お薬手帳
医療品（消毒液・絆創膏など）
母子健康手帳
眼鏡・コンタクトレンズ
スマートフォン・携帯電話
スマートフォン充電器・モバイルバッテリー
懐中電灯・電池
携帯ラジオ

着替え（下着）
簡易トイレ・おむつ
ウェットティッシュ
アイマスク・耳栓
エアまくら
防寒保温シート
洗面用具（歯みがき・洗顔セット・タオルなど）
防寒着・雨合羽
車（避難後ないと困る）
靴（救助された後、必要になってくる）

ラップ
スリッパ
子どものおもちゃ
ホイッスル
使い捨てカイロ

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

自家用車・徒歩の問題点

・浸水・流出物・河川の決壊で通れない。
・浸水が始まると路肩がどこかわからない（脱輪するかも）。
・交通渋滞で進めない（岡田小学校周辺の道は狭く、迂回しにくい）。
・避難先に車を置く場所がない（満車で駐車できず）。
・ガソリンがなくなり給油が難しい。
・浸水により車を放置する場合、どうしたらよいか分からない。

・最初に避難したときは（7 月 6 日 22:30 頃）空いていて、駐車スペースも問題がなかった。
・車が渋滞で数珠つなぎになっていた。並んでいる所を水が襲ってきて沈んで浮き上がった。

・逃げるタイミングが遅いと、道が浸水して歩行が困難。
・用水路に足をすくわれる可能性がある。
・浸水すると、どこが深いのかがわからない。
・迂回路がわからなくなる。
・荷物が重く、浸水したなか荷物を持って避難するのは大変。
・長靴に水が入ると歩きにくくなる。

・７時頃浸水が始まった。団地で皆で避難。足場が悪く、前の人の服をつかんで避難。
団地の中の人もまさかそんなところにまでも水が来ているとは気づかなかった。

・夜間、雨のなかを小さいこども二人にカッパを着せて歩いて避難。
　足場は悪く荷物も多く怖かった。
・浸水後、水に足を取られて転倒した人もいた。水の力は怖い。
・徐々に水が増えているところは、大丈夫だと思いがち。
・もう無理だと思う人は、無理に避難せずに二階に逃げてください。

自家用車

徒歩

非常持ち出し品チェックリスト（例）

粉ミルク・哺乳瓶・離乳食・スプーン・フォーク
紙おむつ・おしり拭き・母子手帳・着替え・バスタオル
抱っこ紐やスリング・ガーゼ・おもちゃ　など

赤ちゃん向け

常備薬・服用中の薬・眼鏡・補聴器・入れ歯・杖
紙おむつ・柔らかい非常食・身元確認メモ　など

高齢者向け

下着・生理用品・おりものシート・携帯用ビデ
化粧品類・水が不要なシャンプー・防犯ブザー　など

女性向け

問 

題 

点

問 

題 

点

避難の手段は何ですか？アンケート

自家用車

歩き

救助された

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
（人）

・施錠する。ブレーカーを下ろす。
・浸水した車はすぐにエンジンをかけず修理工場に連絡。

避難時に注意すること

・停電・断水が続いた。
・断水が復旧しても水回りが復旧しないと生活は大変。

調理にカセットコンロを活用するなどの工夫が必要。
・支援物資が届かない。
・支援に関する情報を得ることが難しい。

自宅での避難生活

浸水が始まるとたちまち歩行は困難に

側溝
歩行困難
浸水

転倒
のリスク

災害時に必要な持ち出し品は人それぞれ異なる。
日常生活に欠かせないメガネ、コンタクトレンズ、

薬、携帯電話、入れ歯などは災害時も不可欠。
必ず持ち出せるよう準備しておく。

避難生活、あったらよかったもの

（アンケート回答順）

岡田小学校校庭に駐車している車
（写真：黒木氏提供 2018 年 7 月 7 日 18：01）

渋滞

駐車場

立ち往生
浸水

ガソリン

※赤字は
　防災研修（2019 年 11月）
　で出された意見より

避難所以外に避難する場合
・食料・水がすぐ底をつく可能性がある。

自主避難先については、「食糧、水がすぐ底を突いた」。
・逃げるときは 2 食分の食料は持って出よう。

避難所でも最初の食糧（パン）が届いたのは7日の15時半。
・お世話になる時はお米とか食材を持って行こう。

□
□
□
□
□

何を持って
にげる？7 検証 西日本豪雨

どんな方法で
にげる？6 検証 西日本豪雨
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避難届けカード警戒レベル

防災情報

おかやま防災情報
ポータル

真備緊急治水対策 PJ
真備情報LINE（登録）

川の水位情報 
小田川及び支流

倉敷市
防災・消防・防犯

災害伝言ダイヤル（安否確認）

避難情報を知っていましたか？アンケート

岡田地区は、大規模浸水想定エリアです。
2021（令和3）年5月21日、基準が改正されました。
警戒レベル４までに全員避難を！

災害が起こると同時に多数の人が電話をかけるので電話が繋がりにくくなます。電話が繋がらない時でも、SNS
にメッセージを残すと連絡がとれることがあります。
災害伝言ダイヤルは、災害時の声の伝言板。安否確認・居場所確認など緊急の伝言ができます。事前に家族
や友人間でどの電話番号で（実家など）連絡を取り合うか合意を交わしておきましょう。毎月1日・15日
／正月三が日などに体験利用ができます。

※災害用伝言板（Web171）もあります。契約キャリアによって違います。

名前  

代表者

家族

住所

所属する町内会名など

入所人数

要配慮の有無

アレルギー

ペットの有無
犬 ・ 猫 ・ その他（　　　　　　　 ）

その他（配慮が必要なこと）

避難所受付登録時に提出してください。
このカードを提出した方は、避難所受付登録が不
要です。防災訓練などにおいても活用ください。

19 歳以下
20 代
30 代
40 代
50 代
60 代
70 代

80 代以上

0% 30% 80%10% 60%40% 90%20% 70%50% 100%

SNS
広報

広報車
掲示物

知人から聞く
その他

240人回答
0 20 40 60 80 100 120

171人回答

知っていた 知らなかった

各種情報を受け取る手段はなんでしたか？アンケート

人

0000-00-0000
連絡したい方の電話番号

（市外局番より／携帯番号も可）

メッセージ
録音／再生

「○○にいます」を入力
11 7 1

イ ナ イ
録音 1

3暗証番号付

再生 2
4暗証番号付

・避難情報の認識度は
世代により異なった。

・若い世代は、携帯電
話などを活用し、詳
細な避難情報を得て
いた。

・年配の人の中には、
テ レ ビ が 唯 一 の 情
報源という人、浸水
するまで気が付かな
かったという人も。
近所の声がけが大切。

・被災後の生活の情報
入手手段は、SNS
が圧倒的。

・地元の情報は、広
報や広報者などで
伝えられていた。

キ
リ
ト
リ

男・女

人

川の水位情報
河川のライブカメラ
の確認ができます

川は見に行かない！

あらかじめ記入しておきましょう  避難所受付が円滑に

警戒レベル 避難情報 とるべき避難行動

レベル

5 緊急安全確保

直ちに命を守る
レベル5の発令を待ってはいけま
せん。既に災害が発生している
可能性があり、命が危険な状況。
直ちに命を守る行動を。

レベル

4 避難指示

全員避難
全員速やかに危険な場所から避難
してください。
避難場所への移動が危険な場合
は、近くの安全な場所や自宅内の
より安全な場所に即避難を。

レベル

3
高齢者等
避難

高齢者等避難
高齢者や障がいのある人など、避
難に時間がかかる人は、避難をし
てください。
それ以外の人も、普段の行動を見
合わせたり、避難準備をしたり、
危険を感じたら避難しましょう。
災害危険地域在住の方はこの段階
での避難が強く望まれます。

レベル

2
大雨・洪水・高潮

注意報
（気象庁）

避難行動の確認
ハザードマップで災害の危険性の
ある区域や避難場所、避難経路、
避難のタイミングの再確認など、
避難に備え、自らの避難行動を確
認しておきましょう。

レベル

1
早期注意情報
（気象庁）

最新の防災気象情報などに留意
するなど、災害への心構えを高
めてください。

これまでの「避難勧告」は廃止されました。
レベル 4「避難指示」で全員避難してください。

レベル４「避難指示」までに必ず避難！

下記の QR コードで防災情報を確認できます

避難情報の
入手8 検証 西日本豪雨


